
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
、
当

面
延
期
す
る
考
え
は
。

長
い
年
月
を
か
け
た
鉄
道

事
業
者
２
者
と
の
協
議
が
整
っ

た
。
中
期
財
政
計
画
で
も
必
要

経
費
を
盛
り
込
ん
だ
上
で
、
適

切
な
財
政
運
営
も
行
え
る
の
で

進
め
た
い
。

総
合
計
画
の
ア
ン
ケ
ー
ト

の
総
論
的
な
回
答
を
、
市
民
の

意
見
、
根
拠
と
し
て
事
業
を
進

め
る
の
か
。

建
設
部
長
駅
や
市
役
所
周

辺
整
備
、
公
共
交
通
の
便
利
さ

を
求
め
る
意
見
が
多
数
あ
り
、

第
２
次
総
合
計
画
の
主
要
施
策

に
位
置
付
け
進
め
て
い
る
。

市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
、

市
民
が
待
ち
望
ん
で
い
る
施
設

と
認
識
し
て
い
る
の
か
。

前
向
き
で
な
い
意
見
が
多

数
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る

が
、
東
西
踏
切
の
緩
和
、
安
全

確
保
、
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
の
が
、
重
要
な
事
業
で

あ
る
と
認
識
。

事
業
に
対
す
る
、
市
民
ニ

ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
考
え
は
。

市
民
ニ
ー
ズ
だ
け
で
進
め

て
い
る
事
業
で
は
な
い
の
で
、

鉄
道
事
業
者
の
都
合
で
は

な
く
、
両
駅
を
橋
上
駅
舎
と
し

て
整
備
す
べ
き
で
は
。

工
期
・
工
事
費
が
増
大
す

る
。
ま
た
、
名
鉄
駅
舎
を
橋
上

駅
に
す
る
と
昇
降
施
設
が
必
要

に
な
り
、
現
在
の
名
鉄
用
地
内

で
は
施
工
で
き
な
い
の
で
、
計

画
通
り
進
め
た
い
。

西
側
踏
切
の
拡
幅
で
、
こ

れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
安
全
対
策

を
講
じ
て
き
た
の
か
。

踏
切
誘
導
員
の
配
置
、
Ｊ

Ｒ
・
名
鉄
間
の
用
地
買
収
で
滞

留
場
所
を
確
保
。

都
市
計
画
審
議
会
委
員

に
、
学
者
を
任
命
し
な
い
理
由

は
。

市
長
今
後
、
必
要
が
あ

れ
ば
任
命
す
る
。

市
民
の
多
く
が
、
事
業
を

十
分
に
理
解
し
て
い
な
い
と
感

じ
る
が
、
認
識
は
。

市
民
へ
の
説
明
会
は
コ
ロ

ナ
禍
で
で
き
て
い
な
い
。

区
長
・
区
長
補
助
員
と
懇
談

し
た
の
で
、
市
民
へ
の
説
明
は

考
え
て
い
な
い
。

考
え
て
い
な
い
。

自
由
通
路
の
１
日
の
通
行

者
数
を
、
約
６
千
人
と
見
込
ん

だ
根
拠
は
。

Ｊ
Ｒ
は
２
９
０
０
人
、
名

鉄
は
２
８
０
０
人
、
そ
れ
以
外

の
利
用
で
３
０
０
人
。

東
西
踏
切
の
交
通
渋
滞
の

軽
減
や
、
歩
行
者
錯
綜
の
改
善

の
数
値
化
を
す
る
考
え
は
。

考
え
は
な
い
。

問
答 自
由
通
路
の
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
は

市
民
ニ
ー
ズ
だ
け
で
進
め
て
い
な
い

無会派
横井 克典 議員

▲弥富駅周辺地区整備のイメージ（抜粋）

▲ＪＲ・名鉄弥富駅西側踏切

問問問 答

問問 答

問問問 答

問答

問答

答答

答

答答

さ
く
そ
う

令
和
２
年
度
決
算

９
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

お
し
ら
せ
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